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[目的] NK細胞表面には、killer lectin-like receptor(KLR)が存在している
が、その糖鎖リガンドはあまり明らかにされていない。そこで、FliTrx 
random peptide Display Libraryを利用して、糖鎖様ミミックペプチド作成
法を樹立し、E-selectinおよび NKG2Dリガンドに応用した。 
[方法および結果] FliTrx Random Peptide Display Libraryから CSLEX-1
をプローブとした糖鎖ミミックペプチドのスクリーニングを行った。得
られたペプチド配列のうち、RGSCSLGGGQLR、VRGMGGLRRALLY、
GVDLELERRRREを作製し、これらが糖鎖ミミックペプチドとして機能
するか、sLeX 抗体との競合阻害実験により解析した。その結果、すべ
てのペプチドで抗体の結合が抑制された。次に、sLeX をリガンドとす
る E-selectin、KLRsである NKG2Dのレクチンドメインを作製し、糖鎖
ミミックペプチドのスクリーニングを行った。その結果、E-selectin結合
性ペプチドとして RDGEVGTSGVLと AVLCDGKLSSRKを、NKG2D結
合性ペプチドとして HRGRLLYAGRTRを同定した。 
[まとめ] sLeXの糖鎖ミミックペプチド、E-selectinおよび NKG2D結合
性糖鎖ミミックペプチド候補を同定した。現在、糖鎖ミミックペプチド
のレクチンへの結合性および、sLexを介した NK細胞の細胞傷害活性へ
の影響を解析している。 


